














































































































































































































版された著書として，張旭東編 “Whiter China? Intellectual Politics in Contemporary 
China”, Duke University Press 1998  アリフ・ダーリクと共編  “Postmodernism & 
China”, Duke University Press 2000  張旭東による単著 “Postsocialism and Cultural 
Politics China in the Last Decade of the Twentieth Century” Duke University Press 2008
がある。
 その専著の中で，張旭東は少なくとも中国における「新左派」の理論的根拠としてのジェ
イムソンの位置づけを明確にしており，Ren Jiantao による“jiedu xinzuopai”『解読新左派』
を引用して，新左派が拒絶するものは，（1） liberal discourse （2） free-market rationality, 
and （3） established social scientific approaches であり，「新左派」の靱帯となるのは
Frankfurt school, Fredric Jameson, Michel Foucault, Edward Said, the communitarians, 





























































































構造にあり，私たちがポストモダニズム，ポストモダニティと呼ぶ，20 世紀 80 年代から
90 年代に出現した金融資本主義と密接な関係がある。…この定義では明らかに “グローバ






























（２） 「認知地図」の原語はcognitive mapping で陳永国の中国語訳では，「認知測絵」が当てられている。
（３） ショーン・ホーマー「フレドリック・ジェイムソン（ハンス・ベルテンス／ジョウゼフ・ナトーリー
編 土田知則・時実早苗・篠崎実・須藤温子・竹内康史訳『ポストモダニズム』新曜社 2005年）

















（20） Anders Stephanson, “Regarding Postmodernism: A Conversation with Fredric Jameson”
（21） Fredric Jameson: “Postmodernism, or, the Cultural Logic of Late Capitalism”, New Left 





（24）（25）Xudong Zhang.  Postsocialism and Cultural Politics: China in the Decade of the Twentieth 
Century p 54  p80 ～ 82.  Duke University Press  2008






ク・ジェイムソン 大橋洋一・木村茂雄・太田耕人訳『政治的無意識』平凡社 1989年初版   p 388




（33） 陳永国『理論的逃逸』（Lines of Flight in Theory）北京大学出版社 2008年
（34） 陳永国「現代性与資本的現代叙事」『理論的逃逸』北京大学出版社 2008年
  この論文が主に依拠しているジェイムソンのテキストは，① Fredric Jameson, A Singular 
Modernity; Essay on the Ontology of the Present, London: Verso, 2002 ② Fredric Jameson, 
“Culture and Finance Capital”, in The Jameson Reader, Michael Hardt and Kathi Weeks (ed.), 
Blackwell, 2000である。
（35） 陳永国「从世界文学到世界銀行文学」『理論的逃逸』北京大学出版社 2008年
  この論文の中で引用されているのは，Amitava Kumar, Introduction to World Bank Literature, 
Amitava Kumar (ed.), Minneapolis and London: University of Minnesota Press, 2003
（36） 『グローバル化とサイバーパンク』は，2004年6月11―15日に清華大学で開催された国際シンポ
ジウムにおけるジェイムソンの発言であり，主な内容は2005年出版された『未来考古学：名叫烏托
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